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令
和
二
年
九
月
二
一
日
、
敬
愛
す
る
喜
多
義
人
先
生
が
六
二
歳
と
い
う
若
さ
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
ご
病
気
の
こ
と
は
、
先

生
か
ら
直
接
お
伺
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
る
ご
逝
去
で
し
た
。
大
学
院
以
来
、
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
先
輩
で

あ
る
先
生
が
、
他
界
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
大
変
悲
し
く
、
そ
し
て
と
て
も
寂
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

喜
多
先
生
は
、
昭
和
五
六
年
三
月
に
日
本
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
ご
卒
業
後
、
同
年
四
月
に
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
、
昭
和
五
九
年
四
月
に
同
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
へ
ご
進
学
さ
れ
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
指
導
教
員
で
あ
っ
た
深
津
栄
一
教
授
の
も

と
で
研
究
者
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
に
専
任
講
師
と
し
て
本
学
部
に
ご
着
任
さ
れ
、
平
成

二
〇
年
一
〇
月
に
准
教
授
、
平
成
三
〇
年
四
月
か
ら
は
教
授
と
し
て
日
本
大
学
法
学
部
の
研
究
・
教
育
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

喜
多
先
生
は
、
国
際
法
を
ご
専
門
と
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
戦
時
国
際
法
の
問
題
を
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。
日
露
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
は
国
際
法
を
遵
守
し
た
と
称
賛
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
日
本
は
捕
虜
や
文
民
を

非
人
道
的
に
取
り
扱
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
非
難
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
、
先
生
の
問
題
意
識
の
根
底
に
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
二
年
か
ら
平
成
一
二
年
前
半
ま
で
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
、
上
官
命
令
の
問
題
、
軍
隊
に
お
け
る
国
際
法

に
関
す
る
教
育
、
そ
し
て
戦
争
に
お
け
る
捕
虜
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
数
々
の
ご
論
文
を
、『
日
本
法
学
』
を
は
じ
め
と
し
た
紀
要
や

専
門
誌
に
ご
投
稿
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
に
ご
論
文
「
日
露
戦
争
の
捕
虜
問
題
と
国
際
法
」
が
学
会
誌
『
軍
事
史
学
』
に
、
平
成

一
八
年
に
ご
論
文
「
日
本
軍
人
の
捕
虜
に
関
す
る
国
際
法
知
識
」
が
『
法
学
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
二
本
の
ご
論
文
は
、

平
成
一
六
年
か
ら
平
成
一
七
年
の
日
露
戦
争
百
周
年
に
あ
た
り
、
喜
多
先
生
の
問
題
意
識
を
表
し
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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平
成
二
〇
年
か
ら
、
喜
多
先
生
は
、
赤
十
字
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
、
赤
十
字
に
よ
る
救
護
活
動
に
特
化
し
た
ご
研
究
を
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
赤
十
字
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
則
り
、
戦
時
に
お
い
て
敵
味
方
の
差
別
な
く
犠
牲
者
を
救
護
す
る
民
間
団
体
で
す
が
、
日
本
赤
十

字
社
の
歴
史
的
な
史
料
が
利
用
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
史
料
を
駆
使
し
て
ご
論
文
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
三
〇
年
か
ら
令

和
元
年
に
か
け
て
は
、
西
南
戦
争
に
お
い
て
日
本
赤
十
字
社
が
博
愛
社
と
し
て
創
設
さ
れ
、
日
本
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
加
入
す
る
ま
で

の
約
一
〇
年
間
に
焦
点
を
あ
て
た
三
本
の
ご
論
文
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
二
年
に
『
日
本
法
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
ご
論
文
「
日
本
赤

十
字
社
と
災
害
救
護
」
が
先
生
の
最
後
の
ご
論
稿
と
な
り
ま
し
た
が
、
赤
十
字
の
救
護
活
動
に
つ
い
て
さ
ら
に
ご
研
究
さ
れ
た
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
分
野
で
先
生
の
ご
活
躍
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
喜
多
先
生
は
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
戦
時
国
際
法
を
研
究
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
学
会
活
動
に
つ
い

て
も
、
軍
事
史
学
会
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
わ
れ
ま
し
た
。
学
会
誌
『
軍
事
史
学
』
に
は
ご
論
文
を
多
数
ご
投
稿
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
平
成
一
三
年
に
掲
載
さ
れ
た
ご
論
文
「
英
軍
に
よ
る
降
伏
日
本
軍
人
の
取
扱
い
」
は
、
優
秀
論
文
に
与
え
ら
れ
る
阿

南
・
高
橋
学
術
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
三
年
か
ら
平
成
二
七
年
に
か
け
て
、
編
集
委
員
長
と
し
て
学
会
誌
『
軍
事

史
学
』
の
編
集
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
二
年
に
先
生
が
軍
事
史
学
会
副
会
長
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
先
生
の
学
会
へ
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
の
証
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

喜
多
先
生
に
は
、
国
際
法
の
中
で
も
戦
時
国
際
法
と
関
連
し
た
多
数
の
ご
業
績
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
生
は
平
成
一
八
年
か
ら
平
成

一
九
年
に
か
け
て
捕
鯨
に
関
す
る
三
本
の
ご
論
文
を
『
日
本
法
学
』
に
ご
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
喜
多
先
生
が
和
歌
山
県
の
ご

出
身
で
あ
る
こ
と
に
大
い
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
和
歌
山
県
は
、
捕
鯨
が
盛
ん
な
地
で
あ
り
、
特
に
太
地
町
は
商
業
捕
鯨
が

禁
止
さ
れ
て
い
た
時
期
に
お
い
て
も
捕
鯨
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
喜
多
先
生
は
、
太
地
町
立
く
じ
ら
博
物
館
を
ご
訪
問
さ
れ
、
ま
た
東
京

に
あ
る
捕
鯨
関
連
団
体
を
ご
訪
問
し
て
、
捕
鯨
に
関
す
る
資
料
を
収
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
捕
鯨
反
対
国
と
日
本
の
間
に
は
深
い
溝
が
あ

り
ま
す
が
、
先
生
は
古
郷
和
歌
山
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
が
行
っ
て
い
る
捕
鯨
の
国
際
法
上
の
正
当
性
を
主
張
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い

献
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か
と
思
わ
れ
ま
す
。

喜
多
先
生
は
、
す
ぐ
れ
た
教
育
者
で
も
あ
り
、
多
く
の
学
生
の
教
育
指
導
を
な
さ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
ゼ
ミ
生
に
対
し
て
は
特
別

な
思
い
を
お
持
ち
で
、
ゼ
ミ
生
と
接
す
る
時
間
を
大
切
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
ゼ
ミ
生
と
折
に
触
れ
飲
み
会
を
行
い
、
交
流

を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
喜
多
ゼ
ミ
で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
先
生
は
花
火
が
大
好
き
だ
っ
た
た
め
、
夏

に
は
東
京
近
郊
で
開
催
さ
れ
る
花
火
大
会
の
席
取
り
を
し
て
、
ゼ
ミ
生
と
と
も
に
花
火
を
楽
し
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ゼ
ミ
の
夏

合
宿
で
は
、
毎
年
、
自
衛
隊
の
富
士
火
力
演
習
を
見
学
し
、
秋
に
は
横
須
賀
に
停
泊
中
の
海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

喜
多
先
生
は
、
本
学
部
の
第
二
部
（
夜
間
部
）
に
深
い
思
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
同
僚
大
学
で
は
、
次
々
と
夜
間
部
を
閉
鎖
し

て
お
り
ま
す
が
、
先
生
は
「
日
大
は
第
二
部
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、「
自
主
創
造
の
基
礎
」
の
授
業
で
は
、
必
ず
第
二

部
（
夜
間
部
）
を
ご
担
当
さ
れ
、
社
会
人
学
生
を
含
め
た
第
二
部
学
生
に
対
し
て
熱
心
に
教
育
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
先
生
の
講

義
は
第
二
部
学
生
に
大
変
人
気
が
あ
り
、
多
く
の
受
講
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

喜
多
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
日
本
大
学
法
学
部
の
教
育
・
研
究
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
先
生
の
ご
人
徳
を
慕
い
、
先
生
を

心
か
ら
敬
愛
す
る
先
生
方
か
ら
多
数
の
ご
論
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
謹
ん
で
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
喜
多
先
生
の
御
魂
に
本
論
文
集
を
捧
げ
ま
す
。

令
和
三
年
九
月
吉
日

�

日
本
大
学
法
学
部
長

　
小

　
田

　
　
　
司
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と
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。
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あ
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っ
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